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当期連結決算の概要

１．２０２４年度決算概要
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当社グループの当期の連結業績は、営業収益 2,605億円（前年同期比＋77億円）、

営業利益 21億円（前年同期比▲19億円）、経常利益 28億円（前年同期比▲14億円）、

親会社株主に帰属する当期純利益は 24億円（前年同期比▲0.8億円）となりました。

事業別の業績等の概要は、次のとおりです。

◆料金収入は1,853億円（前年同期比4.0％増）
※通行台数増加及び近畿圏の新たな高速道路料金の導入による

影響等により、前年同期を上回りました。

◆道路資産完成高は558億円 （前年同期比6.9％増）

◆道路資産賃借料は1,355億円（前年同期比3.3％増）

◆管理費用は483億円（前年同期比7.9％増）

◆この結果、
営業収益は2,419億円（前年同期比4.6％増）
営業費用は2,410億円（前年同期比5.5％増）
営業利益は9億円（前年同期比65.9％減）
となりました。

高速道路事業

◆国や地方公共団体等の委託に基づく道路の新設等の
事業を受託したことにより、
営業収益は121億円（前年同期比21.1％減）
営業費用は122億円（前年同期比20.9％減）

◆この結果、営業損失は76百万円
（前年同期は営業損失67百万円）となりました。

受託事業

◆休憩施設の運営、駐車場施設の運営、道路マネジメント事業、
事業者支援コンサルティング事業等を展開したことにより、
営業収益は68億円（前年同期比5.6％増）
営業費用は56億円（前年同期比7.5％増）

◆この結果、営業利益は11億円
（前年同期比2.5％減）となりました。

その他（関連）事業



　料金収入 1,853 1,782 ＋70

　道路資産完成高  (注)1 558 522 ＋35

　その他売上 7 7 ＋0

2,419 2,312 ＋107

　道路資産賃借料 1,355 1,312 ＋42

　道路資産完成原価  (注)1 571 523 ＋48

　管理費用 483 447 ＋35

2,410 2,283 ＋126

9 29 ▲ 19

増減

高速道路事業　営業利益 (注)2
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高速道路事業
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主な増減内容

●営業収益
・通行台数が増加し、一日当たり約72.6万台
（前年同期比1.7％増）

・料金収入は1,853億円
（前年同期比70億円増）

・道路資産完成高は、大規模修繕事業等の
 工事の完成により、前年同期比35億円増の
 558億円

●営業費用
・協定に基づく道路資産賃借料は、前年同期比
42億円増の1,355億円

・管理費用は、前年同期比35億円増の
483億円

単位：億円〔単位未満切捨て〕

（注）１ 道路資産完成高とは、完成した道路資産の高速道路機構への引渡額をいい、
  道路資産完成原価とは、当該道路資産の建設に要した費用をいいます。

（注）２ 高速道路事業の営業利益には、高速道路事業の利益剰余金を
活用した、安全対策やサービス高度化に資する事業に伴う損失が含まれております。



　営業収益 121 154 ▲ 32

　営業費用 122 155 ▲ 32

　営業利益（▲損失） ▲ 0 ▲ 0 ▲ 0

　営業収益 68 64 ＋3

　営業費用 56 52 ＋3

　営業利益 11 12 ▲ 0

11 11 ▲ 0関連事業　営業利益
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１．２０２４年度決算概要

4

●受託事業
大阪市道高速道路淀川左岸線に係る
工事出来高の減等により、
営業収益は
前年同期比32億円減の121億円、
営業費用は
前年同期比32億円減の122億円となり、
営業損失は76百万円
（前年同期は営業損失67百万円）

主な増減内容

●その他（関連）事業
休憩施設の運営、駐車場施設の運営、
道路マネジメント事業、事業者支援コン
サルティング事業等を展開したことにより、
営業収益は
前年同期比3億円増の68億円、
営業費用は
前年同期比3億円増の56億円となり、
営業利益は11億円
（前年同期比0.3億円の減）

単位：億円〔単位未満切捨て〕



2025年3月期 2024年3月期 増減 2025年3月期 2024年3月期 増減

2,983 2,501 +481 営業収益 2,605 2,528 +77

流動資産 2,450 1,977 +473 営業費用 2,584 2,487 +97

（うち仕掛道路資産） 1,246 1,043 +202 　営業利益 21 40 ▲ 19

固定資産 532 524 +8 営業外収益 7 1 +5

2,309 1,875 +433 営業外費用 0 0 ▲ 0

流動負債 404 474 ▲ 70 　経常利益 28 42 ▲ 14

固定負債 1,905 1,400 +504 特別利益 0 0 +0

673 625 +48 特別損失 0 0 +0

株主資本 657 632 +24 27 41 ▲ 14

　 資本金 100 100 - 3 16 ▲ 13

　 資本剰余金 105 105 - 24 25 ▲ 0

　 利益剰余金 451 427 +24

16 ▲ 7 +23その他の包括利益累計額

　税金等調整前当期純利益

法人税等

　親会社株主に帰属する

　当期純利益

負債の部

純資産の部

資産の部

単位：億円〔単位未満切捨て〕

連結損益計算書連結貸借対照表

区　　　　　分区　　　　　分

当期連結財務諸表の概要
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〔参考〕 阪神高速の通行台数・料金収入の状況 【2025年度上期】

2025年度 4月 5月 6月 7月 ８月 ９月 上期計

通行台数（台/日）
〔2024年度同期比〕

743,530
〔104.7％〕

728,779
〔103.2％〕

748,205
〔105.7％〕

775,341
〔104.8％〕

759,451
〔106.3％〕

776,852
〔105.7％〕

755,346
〔105.1％〕

料金収入【税抜】
（百万円）

〔2024年度同期比〕

15,661
〔109.1％〕

15,986
〔107.0％〕

15,690
〔104.6％〕

16,763
〔104.1％〕

16,713
〔106.0％〕

16,227
〔104.6％〕

97,091
〔105.9％〕

ETC利用率 97.5％ 97.5％ 97.6％ 97.6％ 97.5％ 97.7％ ―

〔通行台数〕
・今年度上半期の通行台数は75.5万台 前年度同期比105.1％となっております。昨年12月の喜連瓜破通行止め工事完了（※１）による
影響や、大阪・関西万博の開催（※２）等により通行台数が増加していることが一因となり、前年度同期比は高い伸び率となっております。

〔料金収入〕
・今年度上半期の料金収入は970.9億円 前年度同期比105.9％となっており、通行台数と同様、高い伸び率となっております。
（2024年6月1日 料金改定実施）

（※1） 喜連瓜破通行止め工事期間 2022年6月1日～2024年12月7日
（※2） 大阪・関西万博開催期間 2025年4月13日～2025年10月13日

【特異事象】
2024年度
4月16日～4月26日 4号湾岸線(大浜～泉大津)でリニューアル工事により通行止め
8月27日～9月1日 台風10号の接近により長期間にわたる影響が発生
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〔参考〕 万博期間中の阪神高速における交通状況

万博P&R駐車場最寄りの出口交通量は増加が見受けられたが、万博会場周辺出口がある
北港JCT付近を先頭とした大きな渋滞が常態化することはなかった。
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渋滞状況図
（R7.9平日平均）

①：+316台
②：+585台
③：+1,909台
④：+489台
⑤：+160台
⑥：+237台
⑦：+296台
計3,992台

万博
会場

尼崎

舞洲

堺

⑥

⑦

⑤

①

②

③

④ 本線交通量
（平日平均）
（湾岸線北行）

47,214台

本線交通量
（平日平均）

（大和川線西行）
18,289台

※湾岸線RN工事期間（2024.4.16
～2024.4.26）は集計対象から除外

万博会場方向の出口交通量変動（平日平均）
【R7.4.13～10.13】－【R6.4.14～10.14】
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３．中期経営計画（2023～2025）における2024年度達成状況

阪神高速グループ サステナビリティレポート2025より
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阪神高速グループは、2023年4月に中期経営計画（2023～2025）を策定し、
阪神高速グループビジョン2030「6つのありたい姿」ごとに、施策に取り組んでいます。
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